
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２５年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：前立腺癌に対する放射線治療には外照射、低線量率・高線量率組織内
照射など多岐に亘る方法がありそれらの至適線量も不明である。研究代表者が考案したリスク
分類法（Prostate Cancer Risk Index (PRIX)）により、前立腺癌を個々の再発リスクに応じて
分類し、それぞれのリスク群に対して適した放射線治療法や線量を求めた。外照射例において
は PRIX 0 では線量増加は不要で、PRIX 1-6 においては線量増加の必要性が示された。組織内
照射では PRIX 0 は低線量率・高線量率ともに良好な成績が得られ、PRIX 1-6 においては高線
量率組織内照射で良好な治療成績が得られることを示し、寡分割照射による生物学的等価線量
の増加が治療成績向上に寄与することを示した。これらの成果を基に、低線量率組織内照射の
PRIX 1群への適応拡大、サイバーナイフ定位照射、寡分割強度変調放射線治療の臨床試験を開
始予定である。 

 
研究成果の概要（英文）：There are many options in radiotherapy for prostate cancer, 
including external beam radiotherapy (EBRT), low-dose-rate (LDR) or high-dose-rate (HDR) 
brachytherapy. However, it is still unclear which patient-group is suitable for which 
option or its optimal radiation dose. We developed an original risk-grouping method named 
PRIX (Prostate Cancer Risk Index). In EBRT, PRIX 0 group did not required radiation 
dose-escalation, while PRIX 1-6 needed it. In brachytherapy, both LDR and HDR showed good 
results in PRIX 0. HDR also showed satisfactory results in PRIX 1-6, which implied that 
escalating the biological effective dose by hypofractionation was associated with better 
results. We are planning next clinical trials, including LDR brachytherapy for PRIX 1, 
stereotactic radiotherapy using CyberKnife, and hypofractionated intensity-modulated 
radiotherapy, based on these findings obtained by this study. 
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１．研究開始当初の背景 

前立腺癌に対する放射線治療には外照射、
低線量率組織内照射、高線量率組織内照射、
あるいはその組み合わせ、など多岐に亘る方
法がある。各々の放射線治療法における至適
線量も不明である。様々な再発リスクの患者
に様々な放射線治療法・線量が個々の医師に
より恣意的に行われている現状であった。 

 

２．研究の目的 

 前立腺癌を個々の症例の再発リスクに応
じて分類し、それぞれのリスク群に対して適
した放射線治療法や線量を求める。 

 

３．研究の方法 

 研究代表者が考案したリスク分類法
（Prostate Cancer Risk Index (PRIX)）の
validation studyを行う。個々の PRIXの患
者群に対する治療成績を比較し、最適な放射
線治療法・線量を定める。 
 
４．研究成果 
 大阪を中心とした多施設の 600超の外照射
例の治療成績の後方視的解析により、PRIXの
妥当性がある程度保証された。PRIX 0では線
量増加は不要で、PRIX 1-6においては線量増
加が必要と示された。 
 組織内照射では PRIX 0 は低線量率・高線
量率ともに良好な成績が得られ、現状の方法
ではより低侵襲な低線量率組織内照射が支
持された。PRIX 1-6においては高線量率組織
内照射により世界的にもトップクラスの治
療成績が得られることを示し、1 回線量を増
加した寡分割照射による生物学的等価線量
の増加が治療成績向上に寄与することを示
した。この知見は同じ寡分割照射を用いるサ
イバーナイフ定位照射や強度変調放射線治
療（IMRT）寡分割照射へ参照され得る。 
これらの成果を基に、低線量率組織内照射

の PRIX 1 群への適応拡大、サイバーナイフ
定位照射、IMRT寡分割照射の臨床試験を開始
予定である。 
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